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達人である。
人脈が凄い。
1号館5階の安田彰先生の研究室は私，茂木の
研究室と筋向いであるので，授業の行き来にお顔
を拝することがある。安田先生の研究室と私の研
究室との最大の違いは，研究室を訪れる人の多寡
である。安田研究室はとにかく，来客が多い。お
そらく，本学全体を見回しても，安田研究室の来
客の多さに敵うところはないと確信している。学
生は言うに及ばず，企業の関係者なども引っ切り
無しに安田詣でをしている。
安田先生は，ご存じの通り JTB での職歴が長
いが，本学赴任前には日本政府観光局（JNTO）
の役員もされておられた。折々に安田先生と接し
た方々が，色々とご相談事を持ち込まれているの
ではないかと推測している。おそらく，的確なご
助言をされておられるのであろう。ときどき，研
究室前を通り掛ると，安田先生に呼び止められる
ことがある。その都度，業界関係の有力者をご紹
介してくださる。ときには，その方から研究会を
ご案内していただき，有益な勉強会に加わらせて
いただくこともある。あるときなどは，そうした
ご縁で安田先生のお伴をして美しい宝塚女優のお
芝居（舞台）にもご一緒させていただき，楽屋裏
へご挨拶にお訪ねするということまで体験させて
いただいた。本当に，人が人を呼ぶというのは，
安田先生のための言葉ではないかと思う。
授業時間が過ぎると，ときには妙なる音色が研
究室から響いてくることがある。半開きの扉越し
に見るとはなく覗くと，見知った顔ぶれが安田先
生のフルートにあわせて，思い思いの楽器を奏で
ているのである。いつの間にどうやって楽団が編
成されたのだろう。ともかく，放課後の風情とし
ては，詩情豊かな心情に誘われる。そういえば，
ときどき木曜日は，これからレッスンだとおっし
ゃられて研究室を後にされることもある。おそら
く安田先生の人脈は，お仕事の関係者にとどまら
ずに広いのだ。
本学に海外からの留学生を迎えるプログラムが
ある。日本文化体験プログラムは必須だと思うが，
ここで安田先生の出番である。硯と筆と和紙を携
え，揮毫する。書を教える。師範なのである。
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留学生を，積極的にゼミ生と交わらせるという
ことにかけても，信頼が厚い。ヤネセン（谷中，
根津，千駄木）界隈という通好みのとっておきの
スポットへ，ゼミ生が先導して留学生を案内する。
あるいは，グリーンミシュランに掲載されている
高尾山へと誘う。それにしてもインドネシアから
の留学生との交流に食事問題（ハラル）は，大丈
夫だろうかと気にしていると，なんと“おにぎ
り”という切り札でハラル食の要件を満たしてし
まう。柔軟で臨機応変の発想と実行力は，安田先
生の独壇場だ。ゼミ生が先頭に立って留学生を案
内している様子は，本学建学の理念が実践されて
いるようで，私まで誇らしい思いのお裾分けに与
っている。
安田研究室への訪問者にはもちろん学生たちも
多くいる。本学科の学生なら私も多少の見覚えが
あるが，あまり見覚えのない学生たちもよく訪ね
ている。経営学科や他学部の学生たちだ。学生生
活について甲論乙駁しているかと思いきや，どう
やら安田先生のキャリアについてご薫陶を得られ
ることが楽しいようなのである。社会に出たらど
うなるか，会社はどんなところか，仕事を続ける
と人生に何が起こるか，多感な学生たちは次から
次へと安田先生に質問を浴びせかけているようで
ある。その回答がいちいちわくわくするのだろう。
私も安田研究室に寄らせていただくことがある。
窓際の応接セットの椅子に案内され，ポットでお
湯を沸かしつつ，机の引き出しを開けてコーヒー
ドリップを取り出し，書棚の扉を開けて茶菓セッ
トを机の上に置く。さあ，コーヒーは何がよろし
いか，茶菓は自由に摘まんで下さいと。居心地が
よいのである。
研究室の扉近くに，大型 A4 サイズのパネルに
入った写真が何枚も吊るしてある。安田先生が本
学に赴任以来の毎年のゼミ生たちとの集合写真が，
年次ごとにぶら下がっている。安田先生は，その
一人一人の名前を覚えておられ，卒業生は就職先
も諳んじる。安田研究室には，卒業生も時々集っ
ているようだ。卒業してもなお安田節を聞きたい
というのであろう。私には決して真似することが
できない教員の一つの型がここにあると思う。
安田ゼミでは，能登に合宿に行くという話を聞
く。能登では轆轤を回し，絵付けをするなど，こ
こでも伝統技芸を体験学習しているようである。
そういえば，安田先生は，書のみならず絵心もお
有りだったと思いだした。
教養人とはかくある人を言うのであろうか。教
師は教養人でなければならないということを身近
で教えていただいている。本学同期着任の安田先
生が退任されるが，私の脳裏には，これからも自
分の研究室の筋向いにいつでも安田研究室があり
続けるのだ。安田彰先生，ありがとうございます。
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